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特集・発達障害
は
じ
め
に

　

四
半
世
紀
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
東
京
大
学
の
教
育
学
部
で
「
学

習
障
害
の
理
解
と
対
応
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
講
義
を
も
つ
機
会
が

あ
っ
た
。
当
時
、
学
習
障
害
（
以
下
Ｌ
Ｄ
）
と
い
う
言
葉
自
体
が
新

し
い
障
害
用
語
と
し
て
社
会
に
認
め
ら
れ
始
め
た
頃
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
原
語
＂learning�disabilities

〟
の
略
称
Ｌ
Ｄ
を
、
今
は

懐
か
し
い
「
レ
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
笑
い
を
と

り
な
が
ら
の
授
業
で
あ
っ
た
。
新
し
い
教
育
概
念
を
教
え
る
こ
と
へ

の
軽
い
興
奮
と
、
と
も
す
れ
ば
概
念
も
臨
床
例
も
学
問
的
精
緻
さ
を

欠
き
が
ち
に
な
る
も
ど
か
し
さ
の
混
ざ
っ
た
講
義
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。

　

開
始
し
て
間
も
な
く
の
頃
、
他
学
部
か
ら
聴
講
に
来
て
い
た
一
人

の
学
生
が
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
言
っ
た
。「
僕
は
先
生
の
話

さ
れ
る
内
容
が
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
講
義
内
容
の
詳
し
い
資
料

を
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
僕
は
こ
れ
ま
で
も
聴
く
よ
り
も
読
ん
で
理

解
し
な
が
ら
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
」

　

学
生
の
理
解
程
度
や
反
応
具
合
に
よ
っ
て
右
往
左
往
す
る
、
シ
ラ

バ
ス
な
ぞ
ど
こ
吹
く
風
の
私
の
講
義
そ
の
も
の
が
明
快
さ
を
欠
い
て

い
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
懲
り
な
い
私
は
確
信
し
た
。
ま
さ
に

彼
こ
そ
主
題
そ
の
も
の
で
あ
る
聴
覚
認
知
と
視
覚
認
知
に
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
を
も
っ
た
、
今
風
に
言
う
な
ら
「
発
達
障
害
」
系
の
学
生
で

あ
ろ
う
と
。
他
学
部
か
ら
の
聴
講
と
い
う
だ
け
で
も
そ
の
動
機
に
興

「
発
達
障
害
」学
生
を
取
り
巻
く
課
題
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

上
野�

一
彦

（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
／
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）
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特集・発達障害
味
を
感
じ
つ
つ
、
次
回
の
た
め
に
準
備
し
た
講
義
資
料
を
渡
し
、
そ

の
都
度
繰
り
返
す
彼
と
の
問
答
を
ど
こ
か
楽
し
み
に
す
る
半
年
だ
っ

た
。
こ
れ
が
、
自
ら
「
発
達
障
害
」
を
標
榜
す
る
学
生
と
の
最
初
の

出
会
い
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
本
人
あ
る
い
は
家
族
に
何
ら

か
の
「
発
達
障
害
」
が
あ
る
と
い
う
学
生
と
の
邂
逅
が
確
実
に
増
え

て
い
っ
た
。

　「
発
達
障
害
」
に
つ
い
て

　
「
発
達
障
害
」
学
生
と
い
う
表
記
に
違
和
感
を
覚
え
る
方
は
多
い

だ
ろ
う
。
な
ぜ
発
達
障
害
で
は
な
く
、「
」
付
き
の
「
発
達
障
害
」

に
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
実
は
こ
の
感
覚
に
こ
そ
特
別
支

援
教
育
の
大
切
な
歴
史
と
現
実
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
前

提
と
な
る
用
語
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
で
は
、

身
体
障
害
や
知
的
障
害
で
は
規
定
さ
れ
な
い
、
Ｌ
Ｄ
や
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害
（
以
下
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）、自
閉
症
等
を
、法
制
上
「
発
達
障
害
」

と
総
称
し
定
義
し
た
。
文
部
科
学
省
は
、
平
成
十
九
年
三
月
「
特
別

支
援
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
一
九
文
科
初
第
一
二
五
号
）

の
な
か
で
、「
知
的
な
遅
れ
の
な
い
発
達
障
害
」
と
い
う
、「
通
級
に

よ
る
指
導
」
の
対
象
ニ
ー
ズ
か
ら
の
「
発
達
障
害
」
の
限
定
し
た
解

釈
を
し
て
い
る
。
し
か
し
自
閉
症
の
扱
い
は
む
ず
か
し
い
。
自
閉
症

は
重
度
の
知
的
障
害
を
伴
う
者
か
ら
知
的
な
遅
れ
を
伴
わ
な
い
高
機

能
自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
ま
で
を
含
む
、
ま
さ
に
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
障
害
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

知
的
障
害
や
情
緒
障
害
と
は
別
の
視
点
か
ら
自
閉
症
そ
の
も
の
の

理
解
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
と
、
こ
れ
ま
で
障
害
支
援
の
範
囲
外
に
あ
っ

た
Ｌ
Ｄ
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
と
同
列
に
、
自
閉
症
の
な
か
で
も
高
機
能
自
閉

症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
、「
知
的
な
遅
れ
の
な
い
発
達
障

害
」
と
し
て
の
自
閉
症
へ
の
理
解
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
と
の
併
存
が
、

こ
の
法
律
規
定
の
理
解
を
難
し
く
し
て
い
る
。
あ
え
て「
発
達
障
害
」

と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
わ
が
国
で
の
法
的
規
定
上
の
用
語
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

「
発
達
障
害
」
学
生
か
、「
発
達
障
害
」
の
あ
る
学
生
か
、「
発
達
障

が
い
」
の
あ
る
学
生
か

　

ま
た
「
発
達
障
害
」
学
生
で
は
な
く
「
発
達
障
害
」
の
あ
る
学
生

と
い
う
表
記
を
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
強
い
。
二
〇
年
も
前
の
こ
と

で
あ
る
。
英
語
で
論
文
を
書
く
と
き
「
障
害
者
」
を
表
記
す
る
と
き

は
「disabled�person

」
で
は
な
く
「person�w

ith�disability

」

と
す
る
の
が
法
的
規
定
で
、
そ
う
し
な
い
と
見
識
を
疑
わ
れ
る
と
い

う
イ
ロ
ハ
を
外
国
に
住
む
友
人
か
ら
教
え
ら
れ
た
。

　

障
害
を
頭
か
ら
形
容
す
る
表
記
は
、
障
害
の
特
異
性
を
既
定
の
事
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特集・発達障害
実
と
し
て
強
く
意
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、w

ith

で
後
か
ら
形
容

す
る
場
合
は
、
た
ま
た
ま
そ
う
し
た
状
態
に
あ
る
と
い
う
限
定
し
た

ニ
ュ
ア
ン
ス
に
な
る
。
こ
の
違
い
は
当
事
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
感

覚
の
差
を
生
む
。
近
年
、
マ
ス
コ
ミ
界
で
は
「
障
害
者
」
で
も
「
障

害
を
も
つ
者
」
で
も
な
く
、「
障
害
の
あ
る
者
」
が
ほ
ぼ
定
着
し
た

よ
う
で
あ
る
。

　

表
記
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
課
題
は
「
障
害
」
の
二
文
字
で
あ
る
。

本
来
の
漢
字
表
記
は
「
障
碍
」
で
あ
っ
た
が
、戦
後
、当
用
漢
字
（
現
、

常
用
漢
字
）
に
「
碍
」
の
字
が
な
く
「
害
」
を
充
て
た
と
聞
く
。
碍

は
「
さ
ま
た
げ
る
」「
さ
え
ぎ
る
」
の
意
だ
が
、害
は
「
さ
ま
た
げ
る
」

の
他
に
「
そ
こ
な
う
、
わ
ざ
わ
い
」
を
意
味
す
る
「
害
虫
」「
公
害
」

な
ど
の
例
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
い
。

　

昨
年
一
二
月
、
内
閣
府
に
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
」
が

お
か
れ
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
障
害
者
制
度
の
集
中
的
な
改
革
を
行
う

た
め
の
「
障
が
い
制
度
改
革
推
進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
た
。
現
在
、

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」に
替
わ
る
新
た
な「
障
が
い
者
総
合
福
祉
法
」

（
仮
称
）
の
成
り
行
き
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

こ
れ
ら
一
連
の
動
き
の
な
か
で
、「
障
が
い
」
と
い
う
名
称
が
意
識

的
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
一
定
の
評
価
を
し
た
い
と
思
う
。

　

た
だ
、漢
字
二
文
字
や
四
文
字
熟
語
を
見
慣
れ
る
も
の
に
と
っ
て
、

「
障
が
い
」
は
い
か
に
も
お
さ
ま
り
が
悪
い
。
漢
字
に
誇
り
を
持
つ

国
民
と
し
て
は
「
障
碍
」
で
も
よ
い
が
、「
特
殊
教
育
」
を
「
特
別

支
援
教
育
」
と
そ
の
理
念
と
と
も
に
対
応
を
大
き
く
転
換
し
て
い
っ

た
よ
う
な
、
清
新
で
的
確
な
言
葉
を
今
こ
そ
創
設
す
べ
き
時
期
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　「
発
達
障
害
」
学
生
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か 

　

一
口
に
障
害
学
生
と
い
っ
て
も
、
わ
が
国
で
は
伝
統
的
に
身
体
障

害
系
（
視
覚
障
害
・
聴
覚
障
害
・
肢
体
不
自
由
・
病
弱
な
ど
）
へ
の

理
解
を
中
心
に
そ
の
受
け
入
れ
が
進
ん
で
き
た
。
高
等
教
育
に
お
け

る
「
発
達
障
害
」
系
の
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
の
認
知
度
は
極

め
て
低
い
。

　

わ
が
国
で
は
義
務
教
育
段
階
で
の
「
発
達
障
害
」
の
あ
る
児
童
生

徒
に
つ
い
て
は
、平
成
十
四
年
に
実
施
さ
れ
た
全
国
調
査
結
果
の
六
・

三
％
と
い
う
の
が
一
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
（
特
別
支

援
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
、

二
〇
〇
三
）。
ま
た
平
成
十
八
年
度
よ
り
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
し

た
ま
ま
特
別
な
支
援
を
受
け
る
「
通
級
に
よ
る
指
導
」
の
対
象
と
し

て
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
が
初
め
て
加
え
ら
れ
た
。
文
部
科
学
省
が
毎
年

出
し
て
い
る
特
別
支
援
教
育
資
料
か
ら
、こ
の
「
通
級
に
よ
る
指
導
」

を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
み
る
と
、
元
来
そ
の
指
導
対

象
の
主
体
で
あ
っ
た
言
語
障
害
を
は
じ
め
既
存
の
他
の
障
害
生
徒
数



18大学と学生　2010.6

特集・発達障害
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
が
、
平
成
十
八
年
度
以
降
、
情
緒
障

害
か
ら
分
離
さ
れ
た
自
閉
症
と
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
合
わ
せ
た
「
発

達
障
害
」
が
、
そ
の
後
三
年
間
で
約
二
倍
、
一
四
〇
〇
〇
人
へ
と
急

増
し
て
い
る
。「
通
級
に
よ
る
指
導
」
の
中
で
の
「
発
達
障
害
」
の

構
成
比
率
は
、
Ｌ
Ｄ�

七
％
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
七
％
、
自
閉
症
一
四
％
で

あ
る
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
特
別
支
援
教
育
体
制

推
進
事
業
の
開
始
に
あ
た
り
、
小
・
中
学
校
だ
け
で
な
く
高
等
学
校

へ
も
拡
大
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、特
別
支
援
教
育
、な
か
で
も
「
発

達
障
害
」
に
対
す
る
関
心
は
高
等
学
校
段
階
か
ら
大
学
な
ど
の
高
等

教
育
段
階
に
も
次
第
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
に

示
さ
れ
る
動
向
が
直
ち
に
大
学
入
試
や
高
等
教
育
全
体
へ
影
響
す
る

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
波
は
間
違
い
な
く
押
し

寄
せ
て
き
て
い
る
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
が
毎
年
、
全
国
の
国
公
私
立
の
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
障
害
の
あ
る
学
生
に
関
す

る
詳
細
な
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
（
日
本
学
生
支
援
機
構
、
二
〇

〇
九
）。
平
成
二
〇
年
度
の
報
告
結
果
に
よ
れ
ば
、
調
査
し
た
一
二

一
八
校
（
大
学
七
五
七
：
短
大
三
九
七
：
高
専
六
四
校
、
回
収
率
一

〇
〇
％
）
の
全
障
害
学
生
数
は
六
二
三
五
人
（
大
学
五
七
九
七
：
短

大
二
七
七
：
高
専
一
六
一
人
）
で
障
害
学
生
の
在
籍
率
は
〇
・
二
〇

％
、（
前
年
〇
・
一
七
％
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
障
害
学
生
の
う
ち
、

学
校
に
支
援
申
し
出
が
あ
り
そ
れ
に
対
し
て
何
ら
か
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
者
（
支
援
障
害
学
生
）
の
支
援
率
は
五
五
・
二
％
で
あ
る
。

　
「
発
達
障
害
」
学
生
は
、
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
及

び
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
（
以
下
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
等
の
医
師
の
診
断
書
の

あ
る
者
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
総
数
は
二
九
九
人
（
Ｌ
Ｄ�

三
一
：
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ�

四
九
：
Ａ
Ｓ
Ｄ�

二
一
九
人
）
障
害
学
生
全
体
の

中
で
の
構
成
比
率
は
わ
ず
か
四
・
八
％
（
前
年
三
・
三
％
）
に
過
ぎ
な

い
。
な
お
、「
発
達
障
害
」
と
し
て
の
医
師
の
診
断
書
が
な
い
た
め

に
障
害
学
生
数
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、「
発
達
障
害
」
が
あ
る
と
推

察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
実
際
に
教
育
上
の
配
慮
を
行
っ
て
い
る
者
は

五
一
五
人
（
Ｌ
Ｄ�

三
五
：
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ�

一
一
五:

Ａ
Ｓ
Ｄ�

三
六
五
人
）

で
あ
り
、
診
断
書
の
あ
る
学
生
の
約
一
・
七
倍
い
た
。
因
み
に
そ
れ

ら
を
合
わ
せ
た
「
発
達
障
害
」
学
生
の
構
成
比
率
を
算
出
し
て
み
る

と
一
二
％
と
な
る
。

　「
発
達
障
害
」
学
生
と
大
学
入
試

　

先
の
報
告
書
か
ら
、
平
成
二
十
年
度
入
試
（
平
成
二
十
年
四
月
入

学
者
）
に
お
け
る
「
発
達
障
害
」
学
生
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ

れ
ら
大
学
等
で
特
別
な
措
置
を
行
っ
た
受
験
者
数
は
一
九
五
八
人
、

合
格
者
は
九
二
〇
人
、
入
学
者
は
六
八
八
人
で
あ
っ
た
。
入
学
し
た
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特集・発達障害
「
発
達
障
害
」
学
生
は
わ
ず
か
一
一
人
（
診
断
書
あ
り�

一
〇:

診
断

書
な
し
・
配
慮
あ
り�

一
人
）
で
あ
り
、特
別
入
試
と
し
て
は
七
人
（
Ａ

Ｏ
入
試�
一:
推
薦
入
試
六:

障
害
者
特
別
入
試
〇
人
）、
特
別
入
試

以
外
の
入
試
四
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
発
達
障
害
」
学
生
は
統

計
的
に
見
て
も
極
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
こ
れ
か
ら
の
課
題

で
あ
る
こ
と
が
如
実
に
示
さ
れ
る
。

　

次
に
平
成
二
十
二
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
セ
ン
タ
ー
試
験
の
全
志
願
者
数
は

五
五
三
三
六
八
人
、
内
、
障
害
に
よ
る
受
験
特
別
措
置
を
認
め
ら
れ

た
者
は
一
二
八
八
人
で
、
そ
の
比
率
は
○
・
二
三
％
で
あ
る
。
こ
の

数
値
は
先
の
障
害
学
生
在
籍
率
〇
・
二
％
と
近
似
す
る
。「
平
成

二
十
二
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
受
験
案
内

（
別
冊
）」
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
、
記
載
さ
れ
て
い
る
障

害
種
別
は
、
視
覚
障
害
・
聴
覚
障
害
・
肢
体
不
自
由
・
病
弱
の
み
で
、

「
発
達
障
害
」
の
規
定
は
な
く
、
特
別
な
措
置
を
求
め
る
に
は
「
そ

の
他
」
で
志
願
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

事
実
、
平
成
十
八
年
度
～
二
十
二
年
度
の
受
験
特
別
措
置
申
請
者

の
な
か
に
も
、「
そ
の
他
」
の
障
害
と
し
て
「
発
達
障
害
」
系
の
者

が
出
て
き
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
特

別
措
置
委
員
会
に
「
発
達
障
害
」
に
関
す
る
委
員
が
初
め
て
加
え
ら

れ
た
。
ま
た
本
年
四
月
よ
り
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
内
に
新
た
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
タ
イ
プ
の
入
試
選
抜
研
究
機
構
が
立
ち
あ
げ
ら
れ
、

そ
の
中
の
障
害
者
支
援
部
門
に
発
達
障
害
グ
ル
ー
プ
が
置
か
れ
る
な

ど
、
や
っ
と
本
格
的
な
「
発
達
障
害
」
受
け
入
れ
へ
の
体
制
が
始
動

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

米
国
の
大
学
進
学
に
使
用
さ
れ
る
検
査
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
や

イ
ギ
リ
ス
の
資
格
試
験
Ｇ
Ｃ
Ｅ
）
等
の
実
施
に
お
い
て
は
、
障
害
の

あ
る
者
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
合
理
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
国
の
実
施
機
関
で
は
、
障
害
の
あ

る
者
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
受
験
特
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

た
だ
、
障
害
種
別
か
ら
み
た
実
態
状
況
に
は
わ
が
国
と
は
大
き
な

隔
た
り
が
あ
る
。
米
国
で
の
大
学
受
験
に
お
け
る
全
障
害
者
に
対
す

る
特
別
措
置
は
約
二
％
、
そ
の
八
割
が
Ｌ
Ｄ
も
し
く
は
Ｌ
Ｄ
＋
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
だ
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
義
務
教
育
段
階
で
の
障

害
の
あ
る
全
生
徒
比
率
は
約
一
一
％
、Ｌ
Ｄ
は
そ
の
う
ち
の
六
％
弱
、

構
成
比
率
で
い
え
ば
五
〇
％
近
く
を
Ｌ
Ｄ
が
占
め
て
お
り
、
そ
う
し

た
背
景
の
も
と
に
大
学
進
学
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
英
国
で
は
、
一
九
七
八
年
の
ウ
ォ
ー
ノ
ッ
ク
委
員
会
報
告
を

受
け
て
「
教
育
に
お
け
る
特
別
な
ニ
ー
ズ
（Special�N

eeds�in�
Education

）」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
も
と
に
「
一
九
八
一
年

教
育
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
、
障
害
の
分
類
を

超
え
て
具
体
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
別
な
教
育
措
置
を
要
す
る
者
は
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か
な
り
多
く
、
障
害
種
別
よ
り
も
特
別
な
教
育
ニ
ー
ズ
と
い
う
捉
え

方
を
よ
り
重
視
す
る
。
そ
の
結
果
、
学
習
困
難
（learning�

diffi
culties

）
と
い
う
概
念
が
使
用
さ
れ
、
五
人
に
一
人
の
割
合
で

何
ら
か
の
特
別
な
教
育
措
置
を
要
す
る
生
徒
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
（
山
口
・
西
永
、
二
〇
一
〇
）。

　

伝
統
的
な
読
み
障
害
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
に
対
す
る
理
解
は
教

育
界
全
体
に
あ
り
、
職
業
準
備
教
育
や
就
労
な
ど
で
の
配
慮
も
し
っ

か
り
定
着
し
て
い
る
。ま
た
具
体
的
な
就
労
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
芸
術
・

デ
ザ
イ
ン
・
技
術
系
の
コ
ー
ス
で
の
「
発
達
障
害
」
系
学
生
の
比
率

は
き
わ
め
て
高
い
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
の
障
害
学
生
全
体
の
受
け
入

れ
状
況
と
比
較
す
る
と
、
障
害
学
生
全
体
と
し
て
も
大
き
な
隔
た
り

が
あ
る
が
、
な
か
で
も
「
発
達
障
害
」
系
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
わ

が
国
の
対
応
の
遅
れ
は
著
し
い
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
歴
史
的
、
文
化

的
な
差
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　「
発
達
障
害
」
学
生
に
お
け
る
今
後
の
課
題

　

教
育
に
関
す
る
先
進
諸
国
に
お
け
る
障
害
学
生
へ
の
対
応
と
わ
が

国
と
の
現
状
の
間
に
は
ま
だ
ま
だ
大
き
な
乖
離
の
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
き
た
が
、
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
自
閉
症
な
ど
、「
発
達
障
害
」

の
あ
る
学
生
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
し
か

し
、「
発
達
障
害
」
と
い
う
概
念
は
特
別
支
援
教
育
と
い
う
言
葉
と

と
も
に
急
速
か
つ
確
実
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
障
害
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
最
終
ゴ
ー
ル
は
自
立
と
社
会
参
加
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
そ
の
修
学
や
就
労
に
対
す
る
理
解
と
対
応
に
関

し
て
、
次
第
に
そ
の
具
体
性
、
現
実
性
の
あ
る
支
援
の
ニ
ー
ズ
を
求

め
る
度
合
い
が
増
し
て
き
て
い
る
。

　
「
発
達
障
害
」
の
場
合
、
障
害
と
し
て
の
気
づ
き
の
遅
れ
や
不
適

切
な
対
応
が
多
く
、
二
次
障
害
も
起
こ
し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
上
野
一
彦
、
二
〇
〇
二
：
二
〇
〇
五
）。「
発
達
障
害
」
の
場

合
、
何
ら
か
の
学
習
困
難
の
も
ち
や
す
い
こ
と
は
共
通
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
困
難
に
対
す
る
適
切
な
回
復
支
援
が
な
い
と
、
自
尊
感
情

の
低
下
や
学
習
全
体
へ
の
動
機
づ
け
の
低
減
を
ま
ね
き
、
広
範
囲
な

学
習
能
力
の
困
難
へ
と
広
が
り
や
す
い
。
ま
た
、
非
社
会
、
反
社
会

的
な
さ
ま
ざ
ま
な
不
適
応
行
動
や
二
次
障
害
に
も
発
展
す
る
可
能
性

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

　

最
後
に
、「
発
達
障
害
」
学
生
に
つ
い
て
は
支
援
と
い
う
観
点
か

ら
の
考
察
や
分
析
が
ま
だ
多
い
が
、
高
等
教
育
に
お
い
て
も
「
ギ
フ

テ
ッ
ド
（
才
能
）
教
育
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
「
発
達
障
害
」
の
見

直
し
も
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
米
国
で
は
2E
（tw

ice-
exceptional

）
教
育
、
つ
ま
り
才
能
の
あ
る
「
発
達
障
害
」
と
い
う

意
味
で
、二
重
に
特
別
な
人
へ
の
教
育
方
法
が
注
目
さ
れ
て
い
る（
松
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村
暢
隆
他
、
二
〇
一
〇
）。「
発
達
障
害
」
を
一
つ
の
個
性
と
し
て
と

ら
え
、
そ
の
個
性
的
能
力
を
「
生
き
る
力
」
と
し
て
豊
か
に
伸
ば
す

こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
真
の
人
間
尊
重
の
教
育
の
モ

デ
ル
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
文
献

松
村
暢
隆
・
石
川
裕
之
・
佐
野
亮
子
・
小
倉
正
義
（
二
〇
一
〇
）「
認
知
的

個
性
―
違
い
が
活
き
る
学
び
と
支
援
―
」
新
曜
社
．

日
本
学
生
支
援
機
構
（
二
〇
〇
九
）「
平
成
二
十
年
度
（
二
〇
〇
八
）
大
学
、

短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
学
生
の
修
学
支
援

に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
報
告
書
」．

特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
（
二
〇
〇
三
）

「
今
後
の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て（
最
終
報
告
）」文
部
科
学
省
．

上
野
一
彦
（
二
〇
〇
二
）「
こ
れ
か
ら
の
Ｌ
Ｄ
教
育
は
ど
う
な
る
の
か
―
次

の
一
〇
年
を
展
望
す
る
―
」
Ｌ
Ｄ
研
究
、
一
一
、
ｐ
二
二
〇―

二
二
六
、

二
〇
〇
二
．

上
野
一
彦
（
二
〇
〇
五
）「
今
あ
ら
た
め
て
Ｌ
Ｄ
を
考
え
る
―
軽
度
発
達
障

害
と
特
別
支
援
教
育
―
」
Ｌ
Ｄ
研
究
、
一
四
、
ｐ
二
四
四―

二
五
一
、
二

〇
〇
五
．

山
口
薫
・
西
永
堅
（
二
〇
一
〇
）「
新
版
学
習
障
害
・
学
習
困
難
の
判
定
と

支
援
教
育
」
文
教
資
料
協
会
．


